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《回復が期待できる 2021 年 10－12 月期のベトナム自動車販売》 

 VAMA（ベトナム自動車工業会）加盟企

業と非加盟企業合計の 2021年 11月の新車

販売台数は前年同月比と同水準の 5.0 万台

だった。2021年 8月の 1.3万台をボトムに

して、9月 2.1万台、10月 4.1万台、11月

5.0 万台と 3 ヵ月連続で前月を大きく上回

り、持続的な需要回復が鮮明となっている。 

5 月以降の新車販売台数の不振はコロナ

ウィルス感染症の感染拡大によって経済活

動および社会活動に対して大幅な制限が課

されたためだ。感染拡大は 9 月に一度収束

し、活動制限が緩和され、経済活動が再開

された。それに伴って新車販売台数も回復

が始まっている。10月中旬からコロナウィ

ルス感染症の感染者数が再び大きく増加し

ているが、ベトナム政府は感染拡大抑制よ

りも経済活動の継続を優先する姿勢をとっ

ているため、自動車の販売状況も回復基調

を維持できているようだ。ベトナム政府の

姿勢の変化によって経済活動制限が実施さ

れる可能性が下がっているため、足元の回復基調は 2022 年中も維持される可能性が高まっており、ベ

トナムの 2022年の自動車販売台数は前年比で大きく増加する可能性がある。 

VAMA 非加盟企業には積極的な販売によりシェア拡大を続けている国産 EV メーカーのビンファス

ト（ベトナム最大の企業グループであるビングループの電動自動車製造部門）とヒュンダイ・タインコ

ングループ（韓国の現代自動車とベトナムのタインコングループの合弁企業）が中心となっている。2021

年 3月以降の前年同月比増減率を比較すると（図表 1）、VAMA非加盟企業が VAMA加盟企業を概ねア

ウトパフォームしていることがみてとれる。しかし、アウトパフォームの程度が次第に縮小傾向を示し

ており、これは VAMA 非加盟企業のシェアの拡大ペースが鈍っていることを示している。また、2021

年 1－11月累計の VAMA加盟企業が販売した自動車のうち、国産車が前年同期比 10％減、輸入車が同

26％増だった。各種 FTA の発効やベトナムドンがドルに対して若干強含みで推移しているため、輸入

車の増加ペースが大きくなっている点にも注意が必要だろう。 
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図表1 ベトナムの自動車販売台数推移
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注 前年同月比は月次データの遡求可能だった2021年3月以降となっている


